
　令和５年度の病院事業会計決算は、令和５年５月８日より新型コロナウイルスの感染症法上の

位置づけが５類へ移行に伴い一般診療の制限が緩和されたたため、入院患者数が増加し、診療収益

は前年度と比較して12.1億円の増加となりました。

　一方で、病床確保促進事業費補助金が前年度から23.5億円減少し、経常収支は15.9億円の悪化と

なっています。

　資金の状況としては、令和５年度単年度の資金残は8.4億円、過年度内部留保資金等を合わせた

年度末資金残は7.5億円となりました。

　⑴　収益的収支(税込) ＜経営に伴って生じたすべての収益とそれに対応する費用⇒１年間の経営成績＞
※端数処理により合計が一致しない場合があります。　　　

【前年度との比較】
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　⑵　資本的収支 (税込)　＜建物や医療器械などの整備費用とその財源、借入金の返済など＞

　　【建設改良費の内訳】

　⑶　資金状況　
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